
Title シュティフター文学に於ける人間と自然
Sub Title Mensch und Natur in Stifters Dichtung
Author 真田, 収一郎(Sanada, Shuichiro)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1974

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.33, (1974. 2) ,p.86- 99 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00330001-

0086

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ン
ュ
テ
ィ
フ
タ

l

文
学
に
於
け
る
人
間
と
自
然

真

田

収

郎

周
知
の
如
く
ニ
l

チ
ェ
は
今
世
紀
に
入
っ
て
、
そ
の
警
世
的
、
予
言
的
言
説
に
よ
っ
て
脚
光
を
浴
び
る
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
も
同
時
代
人
に
は
、

群
小
作
家
と
み
な
さ
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
な
っ
て
、
や
っ
と
世
人
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、
ニ

l

チ
ェ
そ
の
人
に

他
な
ら
な
い
。
彼
は
「
ゲ
l

テ
の
諸
著
作
と
、
と
り
わ
け
存
在
す
る
限
り
の
最
良
の
ド
イ
ツ
の
書
物
『
エ
ッ
カ

l

マ
ン
と
の
対
話
』
の
他
に
、
ド
イ
ツ
散
文
小

(1
) 

説
の
中
で
再
三
再
四
読
ま
れ
る
に
価
す
る
」
も
の
と
し
て
、

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ

l

の
「
晩
夏
」
（
Z
R
v
g
B
B
R

）
を
挙
げ
て
い
る
。
炎
の
人
、

ニ
1

チ
ェ
と
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「
静
か
な
法
則
」
を
な
に
よ
り
尊
ん
だ
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l

、
こ
の
対
照
的
両
人
の
中
に
い
か
な
る
精
神
的
血
縁
関
係
が
あ
る
の
か
不
思
議
に
思
わ
れ
よ
う
。
思

う
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
は
あ
る
に
し
ろ
、

「
自
然
」
概
念
を
媒
介
と
し
た
所
に
、
彼
等
両
人
の
親
近
関
係
が
成
り
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ

「
ホ
モ
・
ル
l
デ
ン
ス
」
の
中
で
文
化
史
家
ヨ
ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン
ガ
が
い
み
じ

く
も
言
っ
た
よ
う
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
労
働
服
を
着
こ
ん
だ
」
時
代
で
あ
っ
た
。
労
働
と
生
産
が
時
代
の
理
想
、
偶
像
と
な
り
、
経
済
的
な
諸
々
の
力
関

係
、
利
害
関
係
が
世
界
史
の
進
路
を
決
定
し
て
い
る
と
す
る
、
恥
ず
べ
き
誤
っ
た
考
え
が
提
唱
さ
れ
、
蒸
気
機
関
か
ら
電
気
へ
と
い
う
工
業
的
、
技
術
的
発
展

の
中
に
こ
そ
文
化
の
進
歩
が
あ
る
の
だ
と
す
る
錯
覚
が
い
よ
い
よ
っ
の
っ
て
い
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
技
術
的
、
経
済
的
因
子
を
過
大
に
評
価
す
る

ー
の
生
き
て
い
た
時
代
、

そ
し
て
少
し
後
に
生
れ
た
ニ
l

チ
ェ
の
時
代
は
、

時
代
の
風
潮
は
、
人
聞
や
自
然
的
世
界
の
も
っ
て
い
る
生
々
化
育
の
力
、
美
し
い
も
の
、
高
貴
な
も
の
、
神
的
な
も
の
を
殺
し
、

(2

)(

3
>

る
」
世
界
を
、
「
労
働
服
を
着
こ
ん
だ
」
人
間
自
身
の
「
日
常
平
俗
と
い
う
型
に
は
め
こ
ん
で
」
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
自
然
は
単
な
る
物
質
的
生
庄

「
万
物
は
神
々
に
み
ち
て
い



の
資
源
、
人
間
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
獲
得
さ
れ
る
物
的
な
富
や
道
具
で
あ
る
。
ニ
！
チ
ェ
に
あ
っ
て
は
、
自
然
は
熱
狂
的
、
間
酔
的
な
姿
を
と
り
、
シ
ュ
テ
ィ

フ
タ

l

に
あ
っ
て
は
、
自
然
の
山
川
草
木
の
静
寂
な
作
い
と
、
四
季
の
万
古
不
変
の
推
移
は
、「
静
か
な
法
則
」
の
象
徴
と
し
て
ゲ
l
テ
的
な
静
誰
明
澄
な
姿

を
取
り
、
両
者
共
に
宗
教
的
感
情
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
彼
等
の
時
代
は
自
然
を
人
間
の
生
産
活
動
の
予
備
条
件
と
す
る
「
人
間
の
た

め
の
自
然
」
と
い
う
状
況
の
中
に
あ
っ
た
の
で
、
彼
等
が
時
代
に
無
視
さ
れ
た
の
も
故
な
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l
の
生
き
た
十
九
世
紀
が
自
然
に
対
す
る
人
間
の
優
位
を
確
立
し
、
世
界
史
に
於
け
る
主
人
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
合
理
主
義
的
、
実
証

的
な
思
想
風
土
、
科
学
技
術
の
異
常
な
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
世
界
史
的
な
膨
脹
過
程
の
中
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
遠
因
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
精
神
風
土
と
近
世
合
理
主
義
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
世
俗
化
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(4
) 

「
神
の
似
姿
」
と
し
て
創
造
せ
ら
れ
、
神
的
理
性
を
分
有
す

聖
書
宗
教
で
は
世
界
と
人
聞
は
神
の
無
か
ら
の
創
造
と
さ
れ
、
な
か
で
も
被
造
物
中
人
聞
は
、

る
も
の
と
し
て
、
被
造
物
中
、
特
別
の
位
階
を
与
え
ら
れ
自
然
的
世
界
と
は
次
元
の
異
る
、
よ
り
高
次
の
存
在
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
神
的
理

--87 -

性
の
分
有
者
と
し
て
の
人
聞
の
中
に
は
、
神
が
自
然
の
外
か
ら
自
然
を
支
配
し
、
秩
序
づ
け
る
よ
う
に
、
そ
の
神
的
理
性
に
よ
り
自
然
を
交
配
操
縦
す
る
と
い

う
期
待
が
生
ま
れ
て
く
る
。
あ
る
意
味
で
、
人
間
中
心
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
学
は
「
神
の
退
位
」
の
始
ま
る
近
世
以
降
こ
の
傾
向
に
ま
す
ま
す
拍
車
を
か

け
る
。
支
配
さ
れ
る
自
然
と
支
配
す
る
人
間
、
こ
う
し
た
人
間
の
自
然
に
対
す
る
優
位
は
「
神
な
き
近
代
」
に
あ
っ
て
は
、
人
が
神
と
な
り
、
ギ
リ
シ
ア
古
典

の
「
自
然
の
た
め
の
人
間
」
が
「
人
間
の
た
め
の
自
然
」
と
な
る
。
近
代
に
於
け
る
自
然
科
学
技
術
の
発
生
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
創
造
説
に
よ
る
自
然
的

(5
) 

世
界
の
独
立
的
神
的
な
る
コ
ス
モ
ス
を
非
神
聖
化
し
、
非
コ
ス
モ
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
。

更
に
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l
の
時
代
は
、
と
も
す
れ
ば
彼
の
文
学
の
表
面
上
の
静
け
さ
に
舷
惑
さ
れ
て
、
恵
ま
れ
た
静
か
な
時
代
と
誤
っ
て
想
像
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、

へ
ッ
ベ
ル
の
文
学
や
文
学
史
上
「
若
き
ド
イ
ツ
」
の
一
派
の
文
学
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
歴
史
の
世
紀
」
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
古
い
時
代
と

新
し
い
時
代
と
が
せ
め
ぎ
合
う
動
乱
と
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
彼
の
生
存
時
代
、
め
ぼ
し
い
戦
争
革
命
動
乱
だ
け
で
も
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
世
界
戦
争
、人

三
O
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
七
月
革
命
、

一
八
四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
二
月
革
命
、
お
よ
び
そ
れ
が
ド
イ
ツ
や
ウ
ィ
ー
ン
に
波
及
し
て
お
こ
っ
た
三
月
革
命
と
い
う

風
に
、
時
代
の
状
況
は
、
我
々
現
代
と
大
差
な
く
、
貴
族
と
市
民
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と
労
働
者
の
階
級
闘
争
、
民
族
国
家
間
の
闘
争
に
明
け
暮
れ
た
の
で
あ
る
。



時
代
の
こ
う
し
た
激
動
の
渦
中
に
あ
っ
て
、

「
神
な
き
時
代
」
の
十
九
世
紀
人
は
、
当
然
十
七
、
十
八
世
紀
の
近
代
人
と
同
じ
く
、
人
間
中
心
主
義
で
は
あ
る

が
、
も
は
や
デ
カ
ル
ト
的
自
我
や
、

カ
ン
ト
の
如
き
意
識
一
般
、

先
験
的
自
我
か
ら
出
発
せ
ず
、

人
聞
を
中
心
と
し
て
、

人
間
の
作
る
腰
史
的
世
界
こ
そ
附

一
の
現
実
の
世
界
で
あ
る
と
見
る
。
そ
し
て
自
然
は
こ
の
よ
う
な
人
間
と
歴
史
的
世
界
と
に
基
盤
を
提
供
す
る
だ
け
で
、
人
間
と
、
こ
の
睦
史
的
世
界
の
相
互

関
係
に
よ
っ
て
、
現
実
の
歴
史
が
構
成
さ
れ
る
と
す
る
歴
史
主
義
的
世
界
観
に
よ
っ
て
、
こ
の
危
機
を
の
り
切
ろ
う
と
す
る
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
は
自
然
の
コ
ス

モ
ス
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
に
依
拠
し
、
そ
の
原
理
に
よ
っ
て
、
人
間
存
在
の
原
理
を
見
い
出
し
て
い
た
し
、
中
世
人
は
神
へ
の
信
仰
に
よ
っ
て
、
そ
の
午
の
原

理
を
見
て
い
た
が
、
今
や
、
歴
史
主
義
的
人
間
中
心
主
義
は
、
歴
史
と
歴
史
的
人
間
に
依
拠
す
る
。

(6
>

宇
宙
の
神
的
コ
ス
モ
ス
を
讃
え
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
弟
子
を
も
っ
て
、
自
ら
任
じ
た
ニ
l

チ
ェ
は
「
生
に
対
す
る
歴
史
の
利
害
」
の
中
で
、
十
九
世
紀
の
歴

(7
) 

「
歴
史
の
威
力
の
前
に
腰
を
か
が
め
、
低
頭
す
る
」
者
た
ち
と
剛
笑
し
て
は
ば
か
ら
ず
、
今
や
歴
史
が
「
宗
教
的
権

史
的
教
養
を
誇
る
同
時
代
人
の
こ
と
を
、

(8
>

力
」
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
近
代
の
歴
史
的
思
惟
の
無
制
限
な
伸
長
と
拡
大
は
、
そ
れ
が
へ
l
ゲ
ル
の
世
界
精
神
の
歴
史
哲
学
で
あ

れ
、
マ
ル
ク
ス
の
史
的
唯
物
論
の
歴
史
哲
学
で
あ
れ
、
聖
書
宗
教
の
救
済
史
観
、
あ
る
い
は
、

(9
>

キ
リ
ス
ト
教
的
終
末
論
の
お
そ
く
て
遠
い
産
物
な
の
で
あ
る
。

「
歴
史
神
学
」
の
世
俗
化
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
的
予
一
一
一
口
思
想
及
び- 88 -

こ
う
し
た
歴
史
主
義
的
時
代
的
風
潮
の
中
に
あ
っ
て
、
神
的
コ
ス
モ
ス
の
自
然
の
中
に
、
人
間
倫
理
と
文
学
理
念
を
追
求
し
た
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l

の
文
学
が

不
穏
当
な
誤
解
や
攻
撃
を
同
時
代
人
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
た
の
も
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
例
え
ば
へ
ッ
ベ
ル
や
「
若
き
ド
イ
ツ
」
一
派
の
文
学
者
仲
間
か
ら
、

（
叩
）
（

U
）

「
草
花
と
甲
虫
の
専
門
画
家
」
と
か
、
「
小
さ
な
も
の
を
い
じ
り
ま
わ
し
て
い
る
う
ち
に
自
然
の
偉
大
さ
を
取
り
逃
し
て
し
ま
う
」
と
酷
評
さ
れ
、

「
晩
夏
」

（Z
R
E
O
B
B
R

）
に
い
た
っ
て
は
、
「
三
巻
も
の
大
部
の
も
の
を
、
文
芸
評
論
家
と
し
て
の
義
務
か
ら
で
な
く
、
最
後
ま
で
読
み
通
す
者
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

（
ロ
）

王
冠
を
与
え
る
」
と
ま
で
冷
笑
さ
れ
る
。
こ
れ
が
大
な
り
小
な
り
同
時
代
の
人
々
の
偽
ら
ざ
る
感
想
な
の
で
あ
り
、

一
八
四
八
年
「
習
作
」
（ω
Z
《
出g

）
が
刊

行
さ
れ
た
時
、
新
聞
「
現
代
」
（
の
認
め
口
当

R

同
）
は
「
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l

が
小
さ
な
も
の
に
示
し
た
力
を
偉
大
な
も
の
、
高
貴
な
も
の
の
為
に
使
用
し
て
ほ
し

い
。
そ
し
て
彼
が
こ
れ
ま
で
狭
い
場
所
と
僅
少
に
限
ら
れ
た
時
代
の
人
間
の
運
命
を
観
察
し
描
写
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
日
を
、
地
上
を
満
た
し
て
幾
世
紀

（
臼
）

を
経
て
き
た
人
類
の
歴
史
の
上
に
向
け
て
ほ
し
い
」
と
評
し
、
事
件
の
核
心
に
迫
り
、
事
件
を
明
確
に
把
握
す
る
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
の
よ
う
な
作
家
に
は
「
歴



(M
>

史
の
分
野
に
隠
さ
れ
た
偉
大
な
宝
を
万
人
の
た
め
に
発
掘
す
る
魔
法
の
杖
が
確
か
に
握
ら
れ
て
い
る
」
と
賞
賛
し
な
が
ら
も
、
ひ
た
す
ら
彼
を
歴
史
に
向
う
こ

と
を
促
す
。
こ
れ
が
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l

文
学
理
解
の
一
般
的
な
新
聞
論
調
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
作
品
理
解
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
彼
の
文
学
理
念
の
宣
言
と
し
て
、
「
石
さ
ま
ざ
ま
」
（
回
ロ
ロzg
s
s

）
の
「
ま
え
が
き
」
が
も
の
さ
れ

た
直
接
の
動
機
な
の
で
あ
る
。
特
に
へ
ッ
ベ
ル
の
文
学
の
こ
と
を
「
偉
大
な
人
物
も
、
悲
劇
的
な
ひ
ら
め
き
も
、
調
和
し
て
奉
仕
す
る
究
極
な
も
の
、

ハ
日
〉

な
い
の
で
人
を
た
だ
恐
怖
せ
し
め
る
だ
け
で
あ
る
」
と
言
い
、

一
者
が

「
悲
劇
を
好
ん
で
い
る
が
、
彼
（
ヘ
ッ
ベ
ル
）
に
は
道
徳
的
深
み
（
道
徳
人
間
の
尊
厳
）
が
欠

（
時
〉

け
て
い
る
か
ら
、
悲
劇
的
な
も
の
の
か
わ
り
に
、
常
に
い
や
ら
し
い
も
の
を
描
い
て
い
る
」
と
酷
評
す
る
。
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
！
に
と
っ
て
へ
ッ
ベ
ル
は
「
最
も

〈
げ
〉

グ
ロ
テ
ス
ク
で
、
道
徳
的
に
最
も
虚
飾
な
、
最
も
不
自
然
な
詩
人
」
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

当
代
を
代
表
す
る
両
作
家
の
相
互
の
文
学
に
対
す
る
こ
の
誤
解
は
、
両
者
の
文
学
理
念
の
対
照
的
な
相
違
に
起
因
す
る
わ
け
で
あ
り
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
i
文

学
が
自
然
の
中
に
静
か
に
生
成
発
展
、
消
滅
す
る
諸
現
象
の
中
に
目
立
た
ず
に
持
続
す
る
現
象
を
取
り
扱
い
、
自
然
と
人
間
、
全
と
個
の
調
和
を
求
め
る
の
に

対
し
て
、
へ
l
ゲ
ル
の
歴
史
哲
学
の
影
響
を
受
け
た
へ
ッ
ベ
ル
の
文
学
観
は
全
と
個
の
対
立
を
描
き
、
全
た
る
世
界
精
神
は
個
た
る
英
雄
を
滅
ぼ
し
て
自
己
の

歩
み
を
貫
徹
す
る
。
し
か
し
世
界
精
神
は
英
雄
（
世
界
史
的
個
人
）
の
活
動
と
寄
在
を
欠
い
て
は
、
自
己
実
現
は
で
き
な
い
、
歴
史
は
世
界
精
神
た
る
全
と
英- 89 -

雄
的
個
の
悲
劇
的
闘
争
と
抗
争
を
通
し
て
、
自
己
発
展
を
す
る
と
考
え
る
へ
ッ
ベ
ル
の
へ
i

ゲ
ル
的
歴
史
至
上
主
義
の
悲
劇
論
は
、
必
然
的
に
歴
史
上
の
英
雄

や
文
化
的
大
事
件
、
歴
史
上
の
転
換
期
を
取
り
扱
わ
せ
し
め
る
。
そ
れ
が
持
続
的
自
然
の
椙
や
か
な
生
命
の
流
れ
る
中
に
文
学
の
本
質
と
普
遍
妥
当
に
し
て
か

つ
永
遠
な
る
人
間
性
と
を
見
い
出
す
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
に
は
、
へ
ッ
ベ
ル
の
描
く
悲
劇
的
な
「
偉
大
な
人
物
が
、
人
を
た
だ
恐
怖
せ
し
め
る
」
グ
ロ
テ
ス
ク
な

も
の
に
見
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
自
然
の
中
に
人
間
の
価
値
の
序
列
を
、
後
者
は
歴
史
の
中
に
人
間
的
価
値
の
序
列
を
見
て
い
た
と
言
い
得
ょ
う
。

以
上
の
点
か
ら
考
え
て
、
聖
書
宗
教
の
救
済
史
観
の
換
骨
奪
胎
、
な
い
し
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
神
学
の
合
理
的
世
俗
化
で
あ
る
時
代
の
歴
史
至
上
主
義
的
思
考

が
、
歴
史
の
時
間
性
の
み
を
尊
重
し
、
人
間
存
在
の
も
う
一
方
の
基
本
構
造
た
る
空
間
性
と
し
て
の
自
然
的
風
土
を
等
閑
視
し
、
そ
の
た
め
に
「
シ
ュ
テ
ィ
フ

タ
ー
ほ
ど
に
、
人
聞
は
先
験
的
範
時
の
要
素
の
如
き
空
間
に
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
人
聞
は
す
で
に
行
為
と
思
考
と
共
に
常
に
空
間
的
広
が
り
と
し
て

（
叩
国
）

実
存
す
る
と
い
う
深
遠
な
思
想
を
、
目
に
見
え
る
よ
う
生
き
生
き
と
透
徹
し
て
確
証
し
て
い
た
詩
人
は
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
言
わ
れ
た
そ
の
人



が
、
同
時
代
の
仲
間
か
ら
冷
笑
さ
れ
、
そ
れ
故
に
逆
に
彼
以
上
に
反
時
代
的
で
、

(mm
) 

「
大
地
に
誠
実
で
あ
っ
て
く
れ
」
と
叫
ん
だ
ニl
チ
ェ
と
血
縁
関
係
な
有
し

て
い
る
こ
と
も
首
肯
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

「
人
聞
の
本
質
と
い
う
も
の
が
、
世
界
の
空
間
的
な
形
態
と
存
在
論
的
に
呼
応
し
て
お
り
、
人
間
は
広
々
と
し
た
田
園
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の
作

（
初
〉

居
が
狭
い
果
樹
園
及
至
箱
庭
的
な
環
境
に
あ
ろ
う
と
、
こ
の
空
間
に
分
ち
が
た
く
配
置
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
が
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ

l

文
学
の
特
色
な
の
だ

と
言
い
得
ょ
う
。
言
わ
ば
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l

の
空
間
は
カ
ン
ト
の
如
く
認
識
主
観
の
受
容
的
直
観
形
式
な
ど
で
は
な
く
、
主
体
的
な
人
間
存
在
の
存
在
論
的
基

本
構
造
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、

空
間
が
存
在
論
的
に
認
識
せ
ら
れ
て
、

は
じ
め
て
人
間
存
在
の
空
間
性
が
確
証
さ
れ
、
主
体
的
人
格
な
る
我

が
、
我
の
外
な
る
同
じ
く
人
格
な
る
汝
と
呼
応
す
る
こ
と
が
で
き
、

「
間
柄
」
と
し
て
の
人
間
関
係
が
可
能
に
な
る
。
そ
れ
は
単
に
人
格
性
を
有
す
る
人
間
対

人
間
の
精
神
的
交
合
を
可
能
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
対
自
然
的
世
界
と
の
我
｜
汝
関
係
を
も
成
立
せ
し
め
る
。
こ
の
関
係
内
に
於
い
て
は
、
自
然
的
世

界
は
認
識
主
観
の
対
象
と
な
ら
ず
、

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
！
の
場
合
に
は
、
よ
り
積
極
的
に
、

自
然
は
人
間
に
と
っ
て
叡
智
的
倫
理
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
現

空
間
）
に
住
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
住
む
場
所
の
気
候
、気
象
、
地
形
、
土
地
、
風
景
等
の
所
調
風
土
は
我
々
の
意
志
に
関
係
な
く
、我
々
の
日
常
生
活
に
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れ
、
人
間
と
の
内
面
的
結
合
性
を
有
し
て
い
る
も
の
と
な
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
言
え
ば
、
我
々
人
聞
が
生
き
る
た
め
に
は
、
い
ず
れ
か
の
土
地
（
場
所
H

関
連
し
、
そ
の
関
係
は
自
明
的
な
も
の
と
し
て
日
常
意
識
に
の
ぼ
ら
ぬ
ほ
ど
、
我
々
が
確
信
し
前
提
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
の
食
物
か
ら
生
活
様

式
、
風
俗
習
慣
、
好
み
や
趣
味
や
傾
向
、
倫
理
や
道
徳
、
更
に
美
術
、
宗
教
、
文
学
、
学
問
等
の
高
度
の
文
化
的
精
神
生
活
の
中
に
も
現
わ
れ
て
い
る
と
見

（
幻
〉

て
よ
い
。
各
国
民
、
各
民
族
の
気
質
や
気
性
や
文
化
の
特
性
も
自
然
風
土
の
特
性
養
目
な
く
し
て
は
理
解
さ
れ
得
な
い
。
従
っ
て
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l

の
場
合
は

特
に
そ
う
で
あ
る
が
、
詩
人
の
生
れ
故
郷
、
南
ベl
メ
ン
の
森
林
地
帯
、
モ
ル
ダ
ウ
河
の
オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
と
そ
の
周
囲
の
自
然
を
、
彼
自
身
の
作
品
の
中
で

倦
む
こ
と
な
く
詳
細
に
描
い
て
い
る
所
以
も
納
得
の
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。

処
女
作
「
コ
ン
ド
ル
」
（
n
g

含
）
｜
｜
飛
行
船
か
ら
の
大
地
の
描
写
l

ー
か

ら
晩
年
の
大
作
「
晩
夏
」
に
い
た
る
ま
で
、
作
品
の
舞
台
と
な
る
も
の
は
、
家
屋
敷
、
庭
園
、
家
具
調
度
、
彫
刻
絵
画
な
ど
写
真
の
如
く
精
密
克
明
に
描
写
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
詩
人
は
岩
石
の
結
晶
に
、
花
の
開
花
と
結
実
と
枯
死
に
、
天
な
る
星
々
の
静
か
な
運
行
に
、
雲
の
流
れ
ゆ
く
変
転
に
、
森
や
林
や
川

畑
に
お
け
る
人
々
の
営
み
と
そ
の
生
活
に
、
自
然
の
弛
み
な
い
持
続
的
造
化
力
の
巾
に
、
存
在
す
る
一
切
の
生
を
可
能
な
ら
し
め
、
特
に
人
聞
の
生
活
及
び
文



化
を
は
ぐ
く
み
育
て
る
自
然
の
存
在
論
的
な
意
味
を
汲
み
取
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
ふ
い
に
目
の
前
に
、
青
い
岩
壁
が
南
か
ら
北
へ
い
っ
ぱ
い
に
、
ひ
っ
そ
り
と
位
し
く
連
な
っ
て
い
る
の

詩
人
は
生
れ
故
郷
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

が
見
え
る
だ
ろ
う
。
岩
壁
は
夕
暮
の
空
に
青
一
色
の
広
い
垂
直
の
線
を
連
ね
、
谷
を
一
っ
か
か
え
こ
み
、
旅
人
が
ク
ル
ム
ア
ウ
の
町
で
別
れ
て
き
た
モ
ル
ダ
ウ

川
の
水
が
再
び
そ
の
谷
に
き
ら
め
い
て
い
る
。
モ
ル
ダ
ウ
の
流
れ
は
こ
こ
で
は
ま
だ
若
々
し
く
源
に
近
い
。
広
々
と
し
た
肥
え
た
谷
に
は
、
村
々
が
散
ら
ば
っ

〈
沼
〉

て
い
て
、
村
々
の
聞
の
真
中
に
小
さ
な
市
場
町
オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
る
」
。
こ
の
肥
え
た
谷
は
広
々
と
し
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
を
な
し
て
い
て
、
明
る
い
陽
の

光
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
谷
の
背
後
に
は
点
在
す
る
森
や
牧
場
が
平
和
な
作
い
を
見
せ
て
い
る
。
晴
れ
た
日
に
は
森
の
背
後
に
ア
ル
プ
ス
山
系
の
青
い
帯
が
見
え
、

谷
の
下
に
ハ
l

ト
形
の
つ
の
た
り
し
た
蛇
行
を
見
せ
な
が
ら
、
数
万
年
来
の
歩
み
を
く
り
返
す
モ
ル
ダ
ウ
の
流
れ
は
、
こ
の
単
調
な
広
々
と
し
た
谷
の
景
観
に

更
に
一
一
層
万
古
不
変
の
壮
大
な
単
調
さ
を
加
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
詩
人
が
十
二
才
の
と
き
、
不
慮
の
事
故
に
よ
り
、
父
を
失
い
、
家
計
を
支
え
る
た
め

に
祖
父
と
共
に
農
作
業
の
手
伝
を
し
た
少
年
時
代
の
経
歴
か
ら
考
え
て
も
、
故
郷
の
自
然
へ
の
愛
は
根
深
い
も
の
が
あ
る
。
後
年
オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
を
回
顧
し

- 91 ー

て
彼
は
「
私
た
ち
は
耕
し
、
馬
鍬
で
鋤
き
な
ら
し
、
牛
や
家
畜
類
の
世
話
や
め
ん
ど
う
を
み
た
。
私
は
あ
の
二
年
間
に
田
園
の
自
然
と
そ
の
静
寂
境
へ
の
限
り

な
い
愛
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
私
は
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
戸
外
に
屑
て
、
な
る
ほ
ど
魅
惑
的
で
な
い
が
、
静
寂
に
満
ち
た
、
目
立
た
な
い
、
叙
事
詩

（
沼
〉

的
な
景
色
に
固
ま
れ
て
い
た
」
と
述
べ
、
そ
れ
は
「
魅
惑
的
で
は
な
い
が
、
静
寂
に
満
ち
た
目
立
た
な
い
所
で
あ
り
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、
人
間
の
横

〈
剖
）

暴
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
及
ば
な
い
自
然
の
ま
ま
の
地
方
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
美
し
く
単
調
な
オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
の
自
然
は
、
そ
の
陽
光
も
雲
も
星
も

月
も
森
も
林
も
山
谷
や
田
畑
も
牧
場
も
動
物
も
、
四
季
の
循
環
に
応
じ
て
、
生
命
の
循
環
を
く
り
返
し
、
太
古
以
来
の
不
変
の
姿
を
詩
人
に
感
じ
せ
し
め
た
で

（
お
）

「
ふ
る
さ
と
は
、
す
で
に
彼
の
肉
体
よ
り
も
、
む
し
ろ
彼
の
精
神
の
一
部
と
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
の
も
故
な

あ
ろ
う
。
詩
人
が
故
郷
を
離
れ
る
に
つ
れ
て

き
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
も
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ

l

の
時
代
は
戦
争
や
革
命
や
動
乱
に
明
け
暮
れ
て
い
た
時
代
で
も
あ
り
、
な
か
で
も
一
八
四
八
年
の
三
月
革
命
は
、
そ
の
推
移
の
過

程
の
中
で
、
自
由
と
平
等
の
美
名
の
下
に
、
暴
力
や
テ
ロ
行
為
の
常
軌
を
逸
し
た
行
動
が
横
行
す
る
に
つ
れ
、
革
命
当
初
に
賛
意
の
気
持
の
あ
っ
た
シ
ュ
テ
ィ
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フ
タ

l

に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
に
到
っ
た
。
そ
し
て
革
命
の
最
中
、
破
壊
的
衝
動
と
空
虚
な
激
情
の
と
り
こ
に
な
っ
た
人
聞
が
引
き
起
す
流
血
と
混
乱
が
、



「
お
よ
そ
自
然
的
で
あ
り
自
然
に
依
っ
て
い
る
も
の
ど
も
は
、
何
ひ
と
つ
秩
序

（
幻
）

で
は
あ
り
得
な
い
も
の
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
自
然
は
全
て
の
も
の
に
と
っ
て
秩
序
の
原
因
で
あ
る
か
ら
」
と
言
っ
た
ギ
リ
シ
ア
人
の
如
く
、
生
れ
故
郷
の
周

（
お
〉

聞
の
自
然
こ
そ
、
「
可
視
的
世
界
が
コ
ス
モ
ス
と
し
て
体
験
さ
れ
た
」
場
所
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

シ
ュ
テ
ィ
フ
タ

l

は
彼
の
処
女
作
「
習
作
」
（
∞Z
門
出g

）
中
の
「
荒
野
の
村
」
に
お
け
る
フ
エ
リ
ッ
ク
ス
少
年
と
同
じ
く
、
純
一
無
垢
に
自
然
に
近
づ
き
、

い
か
に
人
間
の
獣
性
を
顕
に
せ
し
め
る
か
を
ま
の
あ
た
り
に
見
た
詩
人
に
は
、

自
然
に
役
人
し
、
自
然
に
ひ
そ
む
神
秘
に
耳
を
傾
け
、
自
然
の
中
に
神
を
見
、
神
の
中
に
自
然
を
見
、
自
然
に
依
拠
し
て
、
神
の
本
質
と
神
を
認
識
し
、
自
己

の
芸
術
的
境
域
を
広
め
深
め
て
、
自
己
形
成
を
お
こ
な
っ
て
い
っ
た
。
自
然
の
体
現
者
で
あ
る
ゲ
l

テ
が
、
や
は
り
誤
謬
と
暴
力
、
人
間
的
恋
意
の
王
国
た
る

歴
史
的
研
究
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
鉱
物
学
、
解
剖
学
、
植
物
学
、

色
彩
論
等
の
忍
耐
強
い
積
年
の
自
然
研
究
に
よ
っ
て
、
革
命
や
戦
争
や
階
級
闘
争
や
政

治
的
動
乱
の
時
代
を
乗
り
切
り
、
時
代
の
風
詩
に
毅
然
と
し
た
そ
の
勇
姿
は
、
人
心
の
荒
廃
し
た
時
代
の
精
神
的
状
況
に
如
何
に
対
処
し
、
更
に
へ
ツ
ベ
ル
や

（
怨
）

「
若
き
ド
イ
ツ
」
の
文
学
者
仲
間
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
、
知
何
に
処
す
べ
き
か
苦
慮
し
て
い
た
詩
人
に
と
っ
て
、
自
身
が
感
得
し
て
い
た
「
静
か
な
法
則
」
と

共
に
、
彼
の
道
標
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
彼
自
身
は
ゲ
l
テ
で
は
な
い
に
し
も
、
ゲ
ー
テ
的
な
血
縁
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
を

（
却
）

自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ニ
l
チ
ェ
は
「
ゲ
l
テ
は
ド
イ
ツ
的
事
件
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
事
件
で
あ
る
。
自
然
へ
の
復
帰
に
よ
っ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
自
然
性
に
向
か
っ
て
の

向
上
に
よ
っ
て
、
十
八
世
紀
を
超
克
し
よ
う
と
す
る
大
規
模
な
試
み
」
で
あ
る
と
か
、

「
私
も
又
『
自
然
へ
の
復
帰
』
に
つ
い
て
語
る
が
、
け
れ
ど
も
そ
れ
は

元
々
、
帰
る
こ
と
で
は
な
く
高
ま
り
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
l
l

高
い
自
由
な
、
恐
る
べ
き
自
然
と
自
然
性
、
大
い
な
る
課
題
と
戯
れ
る
、
戯
れ
る
こ
と
の
許
さ

〈
氾
）

れ
て
い
る
、
か
か
る
自
然
と
自
然
性
の
中
へ
と
高
ま
り
ゆ
く
」
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
ゲ
l
テ
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l
、
ニ
l
チ
ェ
が
、
永
遠
性
を
糊

笑
す
る
歴
史
の
浮
出
か
ら
自
己
を
守
る
た
め
、
高
貴
な
人
間
性
を
獲
得
せ
ん
が
た
め
に
、
自
然
を
媒
介
項
と
し
て
精
神
的
血
縁
者
と
な
り
、
更
に
フ
ラ
ン
ス
革

（
沼
〉

命
に
対
し
て
、
三
者
共
々
否
定
的
見
解
を
と
っ
た
の
も
、
け
だ
し
自
然
主
義
的
世
界
観
の
内
包
す
る
保
守
的
な
精
神
現
象
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
詩
人
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
晩
年
の
老
ゲ
l

テ
が
「
自
然
科
学
の
研
究
を
し
な
か
っ
た
ら
、
私
は
決
し
て
人
間
と
い
う
も
の
を
知

る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
他
の
す
べ
て
の
こ
と
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
純
粋
な
直
観
や
思
惟
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ほ
ど
感
覚
や
悟
性
の
誤
謬
、



性
格
の
強
弱
な
ど
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
す
べ
て
の
も
の
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
屈
折
し
て
お
り
、
揺
れ
動
い
て
お
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
人
間
の
意

の
ま
ま
に
な
る
も
の
だ
。
し
か
し
自
然
は
、
決
し
て
冗
談
と
い
う
も
の
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
。
自
然
は
常
に
真
実
で
あ
り
、
常
に
ま
じ
め
で
あ
り
、
常
に
厳

山
下
し
い
も
の
だ
。
自
然
は
つ
ね
に
正
し
く
、
も
し
過
失
や
誤
謬
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
犯
人
は
人
間
だ
」

肇
訳
）
と
言
っ
た
の
と
ま
さ
し
く
同
じ
よ
う
に
、
自
然
は
認
識
や
創
造
の
価
値
概
念
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
人
間
倫
理
の
規
範
で
も
あ
っ
た
。

（
エ
ッ
カi

マ
ン
と
の
対
話
、
一
八
二
九
年
二
月
十
三
日

そ
れ
と
い
う
の
も
詩
人
が
「
石
さ
ま
ざ
ま
」
の
「
前
が
き
」
の
中
で
、
人
間
の
世
界
を
「
内
的
自
然
」
と
呼
び
、
人
間
外
の
自
然
的
世
界
を
「
外
的
自
然
」

と
呼
ん
だ
の
も
、
共
に
両
者
は
「
：
：
：
・
：
的
自
然
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
自
然
的
世
界
に
属
し
、
そ
の
秩
序
に
支
配
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
に

他
な
ら
な
い
。
聖
な
る
自
然
の
秩
序
の
前
に
人
間
と
自
然
と
の
存
在
論
的
区
別
は
な
い
。
人
聞
を
包
み
、
人
間
的
生
命
を
は
ぐ
く
む
「
外
的
自
然
」
は
次
の
よ

う
な
「
静
か
な
法
則
」
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
自
然
に
於
け
る
真
の
偉
大
な
も
の
は
「
風
の
そ
よ
ぎ
、
水
の
流
れ
、
穀
物
の
成
長
、
海
の
波
だ
ち
、
春
の
大
地

（
お
〉
（
鈍
〉

の
芽
生
え
、
空
の
光
、
星
の
輝
き
」
で
あ
る
と
言
い
、
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
「
雷
雨
、
電
光
、
嵐
、
火
山
、
地
震
」
等
の
耳
目
を
引
く
強
大
な
自
然
現
象
は
、

ら
は
、
日
常
的
に
し
て
か
つ
持
続
的
な
自
然
の
間
断
な
い
活
動
力
の
特
殊
か
つ
突
発
的
な
自
然
力
の
瞬
間
的
現
象
で
あ
る
と
言
う
。

「
風
の
そ
よ
ぎ
、
水
の
流

- 93 ー

よ
り
小
さ
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
火
山
や
雷
雨
や
嵐
や
地
震
等
の
自
然
現
象
は
、一
般
的
に
は
強
大
な
も
の
と
し
て
映
じ
よ
う
が
、
自
然
研
究
者
の
立
場
か

れ
、
穀
物
の
成
長
、
春
の
大
地
の
芽
生
え
」
、
こ
う
い
っ
た
静
か
な
平
凡
な
自
然
の
活
動
こ
そ
が
、
自
然
を
支
配
し
、
自
然
を
支
え
、
は
ぐ
く
む
「
静
か
な
力
」

な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
静
か
な
法
則
」
と
呼
び
、
大
い
な
る
生
命
の
母
で
あ
る
自
然
を
導
く
普
遍
的
な
力
、
全
自
然
を
貫
通
す
る
永
遠
の
法
則
だ
と
一
一
百
う

の
で
あ
る
Q

以
上
の
よ
う
に
、
小
な
る
自
然
現
象
は
、
大
な
る
自
然
現
象
よ
り
価
値
あ
る
も
の
と
み
な
し
、
後
者
は
前
者
の
瞬
間
的
な
力
の
顕
現
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
詩
人
の
自
然
観
は
、
「
晩
夏
」
の
主
人
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
よ
っ
て
、

に
小
さ
な
水
輔
が
、
窓
ガ
ラ
ス
の
上
に
沈
澱
し
て
、
必
要
な
冷
気
が
そ
れ
に
加
わ
り
ま
す
と
、
繊
条
や
星
や
扇
や
ヤ
シ
の
葉
や
花
状
の
被
膜
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
を
氷
結
し
た
窓
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
氷
の
放
射
線
や
氷
の
谷
や
山
の
頂
の
結
び
目
は
、
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
驚
嘆
す
べ
き
も
の
で
す
。
非
常
に
高

「
顕
徴
鏡
に
よ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
空
気
中
の
水
蒸
気
か
ら
成
る
非
常

い
山
か
ら
見
下
し
ま
す
と
低
地
に
横
た
わ
る
大
地
の
地
形
は
、
ま
さ
に
こ
ん
な
風
な
の
で
す
。
こ
の
地
形
は
無
論
、
硬
い
素
材
か
ら
で
き
て
い
ま
す
し
、
扇
状

と
ヤ
シ
の
葉
の
地
形
を
広
大
な
規
模
に
広
げ
て
お
り
ま
す
。
私
が
立
っ
て
い
る
山
自
体
、
氷
結
し
た
窓
ガ
ラ
ス
の
柔
ら
か
な
織
物
の
真
中
に
見
え
る
、
臼
い
明



る
い
非
常
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
地
点
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
氷
結
し
た
窓
ガ
ラ
ス
の
ヤ
シ
の
葉
の
縁
は
通
風
に
よ
る
破
損
に
よ
っ
て
と
か
、
温
気
に
よ
る
溶
解
に

よ
っ
て
隙
聞
が
で
き
た
り
、
と
ぎ
れ
た
り
す
る
の
で
す
。
山
々
の
場
合
に
は
水
や
空
気
や
温
暖
冷
却
等
の
影
響
に
よ
る
風
化
の
た
め
に
、
そ
の
様
な
破
壊
が
生

（
お
〉

じ
ま
す
。
た
だ
窓
の
氷
の
尖
っ
た
頂
が
こ
わ
れ
る
よ
り
、
は
る
か
に
短
時
間
の
時
を
必
要
と
す
る
だ
け
な
の
で
す
」
と
、
あ
る
い
は
「
貧
し
い
鍋
の
中
の
牛
乳

（
お
）

を
沸
き
た
た
せ
て
、
こ
ぼ
す
力
は
、
火
を
吐
く
山
に
こ
も
る
溶
岩
を
押
し
出
し
て
山
の
斜
面
に
流
す
力
」
の
よ
う
な
も
の
だ
と
、
た
く
み
な
比
鳴
に
よ
っ
て
語

ら
れ
る
。

こ
の
自
然
現
象
の
大
小
を
問
わ
ず
、
自
然
界
、
人
間
界
の
区
別
な
く
、
同
一
の
法
則
（
静
か
な
法
則
）
が
貫
通
し
支
配
す
る
と
い
う
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
l

の

自
然
主
義
的
世
界
観
は
、
初
期
の
作
品
集
「
習
作
」
時
代
に
も
色
濃
く
出
て
お
り
、
そ
の
時
代
に
耽
読
し
た
ヘ
ル
ダ
l

の
「
人
類
歴
史
哲
学
考
」
の
自
然
観
の

影
響
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
「
歴
史
哲
学
考
」
第
一
章
、
「
い
た
る
所
そ
れ
自
体
に
於
い
て
足
ら
ざ
る
こ
と
の
な
い
自
然
に
は
微
塵
に
も
無
限
の

全
体
と
同
等
の
価
値
が
あ
る
。
：
：
：
：
：
：
と
い
う
の
も
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
最
大
の
も
の
に
も
最
小
の
も
の
に
も
同
一
の
法
則
に
基
い
て
い
る
の
で
、
相
互
に

等
し
い
か
ら
で
あ
る
」
や
「
世
界
の
秩
序
を
維
持
し
、
あ
ら
ゆ
る
岩
石
の
結
品
、
す
べ
て
の
虫
け
ら
、
雪
の
ど
の
ひ
と
ひ
ら
を
も
形
成
す
る
法
則
は
、
又
人
間

〈
幻
）

を
形
成
し
維
持
す
る
」
と
い
う
へ
ル
ダ
！
の
自
然
観
が
、
従
来
か
ら
抱
い
て
い
た
詩
人
の
自
然
観
に
自
信
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
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そ
し
て
地
殻
の
生
成
に
つ
い
て
、
噴
火
に
よ
っ
て
成
っ
た
と
な
す
火
成
説
よ
り
は
長
い
歳
月
を
か
け
て
水
の
作
用
で
形
成
さ
れ
た
と
す
る
水
成
説
を
支
持

（
お
）

し
、
「
自
然
は
そ
の
作
ろ
う
と
す
る
も
の
に
、
お
も
む
ろ
に
し
か
到
達
し
得
な
い
。
自
然
は
飛
躍
し
な
い
」
と
言
い
、
自
然
界
の
生
成
に
植
物
の
成
長
の
如
く
、

漸
進
的
推
移
と
発
展
を
認
め
、
全
と
個
の
調
和
的
発
展
の
穏
や
か
な
遂
行
を
確
信
し
、
植
物
の
事
も
花
弁
も
雄
蕊
も
葉
の
変
形
で
あ
る
よ
う
に
、
ま
た
一
，
生
命

と
い
う
も
の
は
小
さ
な
ネ
ズ
ミ
に
も
巨
象
に
も
同
じ
よ
う
に
有
り
、
い
つ
も
同
一
な
の
だ
」
と
言
い
、
「
永
遠
に
ひ
と
つ
な
る
も
の
が
、
多
様
に
示
現
す
る
の

で
あ
る
。
小
な
る
も
の
は
大
に
、
大
な
る
も
の
は
小
に
、
し
か
も
す
べ
て
は
、
そ
の
本
性
に
従
う
」
（
竹
山
道
雄
訳
「
神
と
世
界
中
の
パ
ラ
ラ
パ
l

ゼ
」
よ
り
）

と
歌
っ
た
ゲ
l

テ
は
ヘ
ル
ダ
l

以
上
に
、
詩
人
の
大
小
の
区
別
な
く
作
用
す
る
「
静
か
な
法
則
」
の
自
然
観
を
養
い
教
導
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

エ
ッ
カ
l

マ
ン
が
ゲ
l

テ
と
の
対
話
の
中
で
「
最
近
私
は
人
か
ら
ひ
な
の
は
つ
こ
う
烏
を
一
羽
の
親
鳥
と
と
も
に
も
ら
い
ま
し
た
。
：
：
：
と
こ
ろ
で
、
そ
の

親
鳥
は
部
屋
の
中
で
、
ひ
な
鳥
に
た
え
ず
餌
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
窓
か
ら
放
し
て
や
っ
て
も
、
ま
た
ひ
な
鳥
の
所
へ
戻
っ
て
く
る
の
で
す
。
そ
の
様



子
を
見
て
、
私
は
感
嘆
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
語
る
と
、
ゲ
ー
テ
は
こ
う
答
え
た
と
い
う
、

本
能
を
お
与
え
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
そ
し
て
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
す
べ
て
の
生
物
を
と
お
し
て
自
然
全
体
に
お
よ
ば
な
け
れ
ば
、
こ
の
世
界
は
続
い
て
い
か

「
も
し
神
が
親
鳥
、
ひ
な
鳥
へ
の
こ
の
全
き
愛
の

な
い
だ
ろ
う
よ
」
と
。
更
に
続
け
て
ゲ
l

テ
は
、

「
ミ
ュ
ロ
ン
の
牝
牛
の
模
型
」
を
見
て
「
こ
こ
に
最
も
よ
い
例
が
あ
る
。
世
界
を
保
持
し
、
自
然
全
体
を
養

い
育
て
て
い
る
原
理
が
美
し
い
比
倫
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
」
（
一
八
三
一
年
五
月
二
十
九
日
）
と
語
っ
て
い
る
。
同
様
の
主
回
目
の
鳥
類
学
的
な
対
話
が
一

八
二
七
年
九
月
二
十
六
日
及
び
十
月
八
日
に
於
い
て
も
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
は
こ
の
「
世
界
を
保
持
し
、
自
然
全
体
を
養
い
育
て
て
い
る
」

（
的
制
〉

ゲ
l
テ
の
自
然
的
原
理
を
人
間
倫
理
の
領
域
に
ま
で
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

(
HM

>

「
静
か
な
法
則
」
は
「
自
然
の
こ
の
法
則
が
世
界
を
維
持
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間
世
界
を
維
持
す
る
法
則
な
の
で
あ
る
」
と
確
信

し
た
の
で
あ
っ
た
。
人
間
界
に
於
い
て
も
、
こ
の
「
静
か
な
法
則
」
の
人
を
激
情
的
、
熱
狂
的
精
神
の
人
よ
り
も
重
ん
じ
た
。
「
正
義
、
単
純
、
克
己
、
分
別
、

そ
れ
故
彼
は
、

己
の
限
ら
れ
た
範
囲
で
の
俄
ま
ぬ
活
動
、
美
を
感
ず
る
心
な
ど
に
満
ち
た
全
生
濯
が
、
平
静
で
着
実
な
勤
勉
さ
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
を
偉
大
だ
と
思
う
。
激

し
い
心
の
興
番
、
恐
ろ
し
く
喚
き
た
て
の
怒
り
、
復
讐
欲
、
行
動
を
求
め
、
押
し
倒
し
、
変
革
し
、
破
壊
し
、
熱
狂
か
ら
自
分
の
生
命
を
投
げ
出
す
燃
え
る
よ

（
位
）

う
な
精
神
を
、
私
は
よ
り
偉
大
だ
と
は
思
わ
ず
、
よ
り
小
さ
い
と
思
う
」
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
嵐
や
稲
妻
や
雷
雨
や
火
山
」
の
活
動
も
永
遠
の

「
静
か
な
法
則
」
か
ら
み
れ
ば
瞬
間
的
に
消
え
去
り
ゆ
く
現
象
に
過
ぎ
な
い
の
と
同
じ
く
、
人
の
世
に
あ
っ
て
も
「
変
革
し
、
破
壊
し
、
熱
狂
す
る
精
神
」
は - 95 -

瞬
間
的
な
歴
史
現
象
に
す
ぎ
な
い
し
、

「
公
正
、
質
素
、
克
己
、
己
の
職
分
に
於
け
る
倦
む
こ
と
の
な
い
活
動
」
に
く
り
返
さ
れ
る
日
常
の
人
間
の
行
為
に
こ

そ
、
人
聞
を
導
く
星
と
な
る
摺
や
か
な
法
則
が
あ
る
と
い
う
磁
信
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
人
類
全
体
の
存
在
を
目
指
し
て
働
く
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
正
義

の
法
則
」
、
「
徳
の
法
則
」
と
彼
は
呼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
則
は
「
す
べ
て
の
人
聞
は
、
他
の
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て
一
個
の
宝
石
で
あ
る
故
、
万
人

が
宝
石
と
し
て
守
ら
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
」
法
則
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
則
の
み
が
人
間
及
び
人
間
存
在
の
根
底
に
あ
っ
て
、
人
類
史
を
貫
き
、

「
生
命
の

樹
の
根
を
作
る
百
千
万
の
繊
維
」
で
あ
り
、
こ
の
人
類
の
「
生
命
の
樹
の
根
」
こ
そ
は
、
大
自
然
を
支
え
、
大
自
然
の
生
命
そ
の
も
の
で
あ
る
「
静
か
な
法

則
」
と
同
じ
も
の
な
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
外
な
る
自
然
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
及
び
ル
ネ
サ
ン
ス
の
知
く
、
大
宇
宙
で
あ
り
、
人
間
の
世
界
は
「
内
的
自
然
」

と
し
て
、
前
者
の
大
宇
宙
に
呼
応
す
る
小
宇
宙
と
し
て
、
常
に
大
宇
宙
の
法
則
と
不
即
不
離
の
関
係
を
も
ち
、
そ
れ
に
順
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
シ
ュ



テ
ィ
フ
タ
l
の
自
然
観
及
び
そ
れ
を
踏
ま
え
た
人
間
観
、
世
界
観
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
詩
人
の
人
倫
の
思
想
及
び
文
学
理
念
が
、
い
か
に
自
然
に
内
在
す

る
自
然
の
秩
序
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
時
代
は
、
歴
史
の
未
来
と
歴
史
の
進
歩
が
信
仰
さ
れ
、
歴
史
の
実
体

活
動
の
予
備
条
件
、
な
い
し
「
精
神
の
自
己
外
化
」

（
州
知
）

的
自
然
」
で
あ
っ
た
り
、
或
い
は
自
然
の
中
に
歴
史
の
発
展
概
念
を
導
入
し
た
ダ
l
ウ
イ
ン
の
力
動
的
自
然
だ
っ
た
り
し
た
時
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
詩
人
が
自

化
、
万
有
の
歴
史
化
が
行
わ
れ
、
神
へ
の
信
仰
の
代
用
物
と
し
て
歴
史
の
宗
教
が
登
場
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
自
然
的
な
も
の
は
人
間
の
実
践
的

（
へ
l
ゲ
ル
）
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
近
代
自
然
科
学
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
た
人
間
本
位
の
「
人
間

己
の
文
学
理
念
と
し
、
又
人
間
存
在
の
規
範
と
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
て
み
る
時
、
詩
人
の
作
家
精
神
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
強
靭
と
持
持
を
感

ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
ニ
l
チ
ェ
は
「
歴
史
的
な
も
の
に
対
す
る
対
症
薬
は
非
歴
史
的
な
も
の
と
超
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
0

・
：
：
：
：
（
非
歴
史
的
な
も
の
）
と

い
う
言
葉
で
私
が
表
現
す
る
の
は
、
忘
却
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
制
限
さ
れ
た
地
平
の
う
ち
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
の
で
き
る
技
術
と
力
の
こ
と
で
あ
り
、

超

歴
史
的
な
も
の
）
と
は
生
成
変
化
す
る
も
の
か
ら
目
を
転
じ
て
、
十
仔
在
に
永
遠
な
も
の
、
意
味
の
変
わ
ら
な
い
と
い
う
性
格
を
与
え
る
も
の
、
即
ち
芸
術
と
宗

（
付
制
）

教
へ
と
向
か
わ
せ
る
力
を
言
う
」
と
い
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
詩
人
は
時
代
の
歴
史
主
義
病
に
か
か
ら
な
か
っ
た
が
故
に
、
そ
し
て
ま
た
超
塵
史
的
で
あ
っ
た
が

故
に
、
永
遠
な
る
も
の
へ
の
感
覚
を
失
わ
ず
、
彼
の
文
学
作
品
の
中
に
、
で
き
る
限
り
の
善
や
美
を
結
晶
せ
ん
も
の
と
努
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
シ
ュ
テ
ィ
フ
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タ
l
文
学
に
接
し
て
、
我
々
が
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
詩
人
の
指
し
示
す
自
然
に
よ
り
近
く
接
近
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
健
全
な
も
の
、
完
壁
な
も
の
、

人
間
の
認
識
や
創
造
の
基
底
、
人
間
の
生
き
方
の
模
範
た
る
べ
き
自
然
を
、
今
、
再
び
取
り
戻
す
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
詩
人
の
作
品
に
接
し
て
、
静
か
な

安
息
の
気
持
が
得
ら
れ
る
の
は
、
彼
の
芸
術
の
中
に
、
か
か
る
神
気
を
苧
ん
だ
自
然
が
い
き
ず
い
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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